
                           第３章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

- 20 - 

 

第３章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

１ 数字からみる福生の環境 

様々な環境測定結果や環境指標に見られる数字の 5 ヵ年分のデータです。福生市の環境につ

いて、変化や現状を数字からみることができます。以下 7 項目について掲載します。なお、それぞ

れの項目ごとに用語説明を、また巻末には資料として詳細データ（数値データ）を載せています。 

 

１ 大気汚染            

1) 浮遊粒子状物質量及び浮遊粒子状物質中に含まれる重金属  ・・・ 21 
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1) 温室効果ガス総排出量                          ・・・ 41 
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１ 大気汚染 

大気汚染は、工場、事業所、自動車から汚染物質が排出されることによって起こります。国の

環境基準は、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、光化学オキシダントを汚

染物質とし、それぞれに基準値を定めています。 

福生市では、市内の汚染状況を確認するため、浮遊粒子状物質、燃料に含まれるイオウ分、

二酸化窒素を年 1回監視測定しています(詳細は資料編 P86～P87参照)。 

また、東京都が設置している一般環境大気測定局(市役所屋上)では、環境基準に示されてい

る物質について常時監視測定しています。平成 29 年度は、光化学オキシダントの項目について

は環境基準を満たしていません。なお、光化学オキシダントは都内の全ての観測地点で環境基準

値を上回っています。 

項目名 1）浮遊粒子状物質量及び浮遊粒子状物質中に含まれる重金属 

目標値 環境基準  いつまで 長期（35年度） 

結果  

 



                  第３章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

- 22 - 

  

 



                  第３章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

- 23 - 

用語説明 

浮 遊 粒 子 状 物 質

(SPM) 

 

 

 

 

鉛（大気中） 

(Pb) 

 

マンガン （大気中）

(Mn) 

 

 

 

バナジウム 

(V) 

 

 

全クロム 

(Cr) 

 

大気中に浮遊する粒子状物質であり、粒径が 10μm以下のものを言う。※環境基準値は、1時間

値の一日平均値が 0.10㎎/㎥かつ 1 時間値が 0.20 ㎎/㎥。大気中に長時間漂い、呼吸により肺や

気管に沈着して場合によって慢性気管支炎を引き起こす。工場などから排出されるばいじんやディ

ーゼル車の排出ガスなどに含まれる人為発生の粒子状物質と火山活動や風による土壌の巻き上

げなどの自然発生によるものとがある。 

（※なお、福生市の測定では 10μm以下に限らず測定の対象としている。） 

蒼白色をした金属で、大気汚染防止法や東京都環境確保条例で、排出事業者ごとに基準値が

決められている。食物や肺及び飲料水から体内に取り込まれる。体内に吸収されると血中に入り、

神経系障害、頭痛、嘔吐等を引き起こす。 

純粋なものは銀白色をしており、鉄より硬いが非常に脆く、合金や乾電池、薬品などに用いられ

る。生物の必須微量元素で自然界にも存在する。大気汚染防止法によって、有害汚染物質に指定

されている。人間は飲食物から 1 日 2mg から 8 ㎎摂取している。生体必須元素の一つであるが多

量に摂取すると精神障害や肺炎、気管支炎といった呼吸器障害がおきる。マンガン鉱山、マンガン

精錬所、マンガン工場からの粉じんや排煙などが原因で発生。 

白色ないし灰白色の金属。地殻や土壌中に存在し、石油や石炭にも含まれる。産業廃棄物受け

入れ処分に係る判定基準で規制されている。ばねや金属との接触や吸収により鼻粘膜の充血、喉

の乾燥感や咳・痰などの気管支炎から息切れ等が起こる。産業廃棄物に混ざっている場合が多

い。 

銀白色の硬くて脆い金属で、地殻中の存在量は、約 100mg/ℓ。人体への影響としては、皮膚潰

瘍、鼻中隔穿孔、肺がん等がある。 

 

項目名 2）燃料に含まれるイオウ分 

目標値 環境基準  いつまで 長期（35年度） 

結果  

 

 

 

 

 詳しいデータは、P87をご参照ください。 

用語説明 

燃料中硫黄分 

 

大気汚染物質の 1 つである SO２（二酸化硫黄）は、燃料中の硫黄量が原因であることがわかっている。 

SO2 は水に溶けやすく、水に溶けると亜硫酸となる。この SO2 などが雨滴に溶けたものが酸性雨である。

そこで、排出源である事業所の燃料中のイオウ分を測り、基準を超えないかを調べる。 
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項目名 3）二酸化窒素 

目標値 環境基準  いつまで 長期（35年度） 

結果  

用語説明 

二酸化窒素 

(NO2) 

 

一酸化窒素と合わせて窒素酸化物（NOx）と呼ばれる。光化学スモッグを引き起こす原因物質のひとつ

で、スモッグの茶褐色はこの NO2 のもの。呼吸器に対し影響を与え、呼吸時に苦痛が伴う場合もある。

環境基準値は、1 時間値の 1日平均が 0.06ppm以下。ばい煙発生施設や自動車の排気ガスが原因。 
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項目名 4）光化学オキシダント 

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

結果 都の測定によると、平成 29 年度の光化学オキシダントの昼間年平均濃度

は、0.031ppm で、環境基準の 0.06ppm 以下となっています。しかし、環境基準

値を超えた濃度では、光化学スモッグの発生原因となります。多摩西部地域の

光化学スモッグ発生件数は、平成 25 年度に増加しましたが、平成 26 年度以

降、減少に転じています。市では、都の注意報を受けて、防災無線、学校等へ

の FAX、ふっさ情報メールで情報提供しています。 平成 29 年度は 1 件でし

た。 

<光化学スモッグ注意報発令件数> （光化学オキシダント 0.12ppm 以上で発

令） 

 

用語説明 

光化学オキシダ

ント 

光化学スモッグ 

 

自動車や工場などから排出された大気中の窒素酸化物や炭化水素が、太陽光線の紫外線によって

化学反応をおこし、生成される過酸化物の総称。 

夏の日差しが強く無風状態のときに発生しやすく、目が刺激でチカチカしたり、のどが痛くなったり、時

には視力障害や呼吸困難を引き起こす。光化学オキシダントが原因物質とされ、その濃度の 1 時間値

が 0.12ppm 以上になりそうな場合に注意報が発令される。典型的なスモッグは、ラッシュアワーの都市

交通が原因だが、最近では東アジアからの流入による越境大気汚染と都市大気汚染の両者が原因と

考えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光化学スモッグ注意報はなぜ発令されるの？ 

    光化学スモッグは、窒素酸化物と揮発性有機化合物（ＶＯＣ）を微量に含む大気が紫外線を受け、光化学反応

（光のエネルギーによって起こる反応）を起こし、発生した煙（smoke）と霧（fog）の混合物です。夏は日差しが強くまた

気温も高いため、光化学反応が起こりやすくなります。反応が起こると、オキシダントやアルデヒド、微小な粒子状の

物質（浮遊粒子状物質）などが大気中にでき、その濃度が高い場合には人体に被害が発生することがあります（日本

では、杉並区の学校校庭でクラブ活動中の女子高校生たちが呼吸困難で倒れた事例があります）。そのため、東京

都知事は、大気中の汚染が人の健康に影響を及ぼす恐れがある場合に注意報を発令しています。 

   光化学スモッグは、原因となる物質が大気の流れで反応しながら郊外へ流れていくため、都心部よりもその周辺部

で多く発生する傾向があります。西多摩地域は山が多く、南風が吹き込む傾向があり、都内では光化学スモッグがで

きやすい地域です。市民の皆さんも注意報が発令された場合には外出を控えるなどの対策をお願いします。 
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２ 水環境 

項目名 1）河川および下水道（雨水管） 

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

結果 河川水質の環境基準は、国の「生活環境の保全に関する環境基準」を使用

します。市では、pH(水素イオン濃度)、BOD(生物化学的酸素要求量)、SS(浮遊

物質量)について、多摩川、下の川、都市下水路、本町幹線箇所を 7 箇所で年

6回定期的に調査しています。多摩川については、流域の 2区 17市町村が多

摩川流域協議会をつくり、基準項目などの合同調査を年 2回実施しています。 

市の調査項目の平成 29 年度の年間平均については、環境基準値、排水基

準値共に全て達成しています(資料編 P88～P91参照)。 
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用語説明 

ｐＨ 

 

 

 

BOD 

 

 

SS  

 

pH は、水素イオン濃度と言って水の酸性・中性・アルカリ性の度合いを示す指標となる。 pH7 が中性で

それよりも数字が大きくなると（pH10など）アルカリ性、小さくなると（ pH3など）酸性になる。川や湖が極

端に酸性化すると水は澄んできれいになるが、そこには一匹の魚もいない死の水となる。川や湖の水

が強いアルカリ性を示す場合は、近くに強いアルカリの廃液を出す場所があると考えられる。 

Biochemical oxygen demandの略。生物化学的酸素要求量のこと。好気性バクテリアにより分解される、

水中にある有機物の量の目安。正確には、バクテリアに適当な環境下において、水中の有機物を酸化

分解するのに必要な酸素量で、水質汚濁の指標の 1つとなる。 

Suspended Solids の略。浮遊物質のこと。SSは水の外見上の“きれいさ”を決める最大の要因。水中に

浮遊している直径 0.5～1μmフィルターに残存する物質のことで、粘土鉱物による微粒子、動植物プラン

クトンやその死骸、下水、工場排水などに由来する有機物や金属の沈殿物が含まれる。河川でのSSの

環境基準値は類型別に定められており、25mg/ℓ 以下～100mg/ℓ 以下。ただし、河川の SS は粘土など

であったり、雨による増水で巻き上げられた砂であったりするので、値が高いから汚いとは限らない。 
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項目名 2）地下水 

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

結果 地下水は地下水汚染の監視を目的に、民間の井戸で水質調査を実施してい

ます。平成 29 年度は全ての地点において、環境基準値を達成しています。詳細

データは資料編（P92～P94）に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(環境基準達成○ 未達成×) 

用語説明 

亜硝酸(HNO2) 

 

 

塩化物イオン 

(Cl-) 

 

亜硝酸は、動植物の腐敗物、排泄物などによる水環境の汚染の代表的な指標の一つ。水中の酸素を

多量に消費するので、亜硝酸性窒素が多量に含まれると、酸素が著しく少なくなり、魚等の生物が窒息死

する。 

塩化物イオンは、海水中には約 19g/ℓ、表流水中では一般に数 mg/ ℓ程度含まれる。海岸地帯では海

水の浸透、風送塩の影響で表流水中の濃度が高くなることもある。水道法水質基準値は、200mg/ ℓ以

下。塩素イオンが増加した場合、家庭排水、工場排水、し尿等の混入汚染が考えられるため、人為的汚

染の有無を判断する指標ともなる。 
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有機物（過マンガ

ン酸カリウム消費

量） 

 

 

 

一般細菌 

 

 

 

 

大腸菌群数 

 

 

鉄(Fe) 

 

 

 

 

マンガン(Mn) 

 

 

 

 

ｐＨ 

トリクロロエチレン 

 

 

テトラクロロエチ

レン 

 

１，１，１―トリクロ

ロエタン 

 

水の有機物汚染等を知るために、水中の被酸化性物質によって消費される過マンガン酸カリウムの

量。有機物とは、炭素を含む化合物の中で、炭素と酸素からなるもの（一酸化炭素や二酸化炭素以外）

を言う。有機物には、生物体内で作られる炭水化物、脂肪、蛋白質等のほか、無数の人工的に合成さ

れた有機化合物がある。水道法水質基準値は、3mg/ℓ以下。過マンガン酸カリウム消費量が増加する

原因としては、原水への産業排水、下水、し尿などの流入、浄水処理の不調や配・給水系統への汚水

の混入、及び生物の管内における繁殖等が考えられる。 

一般細菌とは、従属栄養細菌のうち混血動物の体温付近で比較的短時間に集落を形成する細菌を

言う。一般細菌にはさまざまなものがあるが、水生細菌群、土壌由来細菌群、下水由来細菌群の 3 群

に分けられる。水道法水質基準では、1mℓ中の集落数が 100個以下。河川水では水温の変化や降雨に

よって著しく影響を受けるので、細菌数が多い値を示しても、必ずしもし尿などの汚染の影響を受けてい

るとは言えない。 

大腸菌群数とは、大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数のこと。河川での大腸菌群数の環

境基準値は類型別に定められており、100mℓ中の量が 50MPN以下～5000MPN以下。飲料水は検出す

るだけで不適合となる。水中の大腸菌群数は、屎尿汚染の指標として使われる。 

鉄は、自然界において酸素、ケイ素、アルミニウムについで多く存在する物質で、地殻中に約 5.6％含

まれており、自動車、鉄道、機械など広い範囲に使用されている。流域の地質によっては自然水中にも

かなり多量に含まれているので、水質調査では普通溶解性のものだけを問題とする。また、鉄は、生物

にとって重要な栄養素の一つで、通常の自然水でみられるような濃度ではその毒性が問題になること

はないが、鉄分が多いと水に臭味や色がつくことがある。水道法水基準値は、0.3 mg/ℓ以下。 

マンガンは灰白色または銀色の脆い金属で、地殻中に約 950mg/kg、海水中には約0.3μg/ℓ含まれて

いる。主な用途としては、特殊鋼、乾電池、写真材料、ガソリン中のアンチノック剤等がある。生体必須

元素の一つであるが、多量に摂取すると神経障害を中心とする慢性中毒を起こす。鉄と同様の理由

で、水質調査では通常、溶解性のものだけを問題とする。水道法水質基準値は、0.05 mg/ℓ以下。 

汚染場所は、マンガン鉱山、マンガン精錬所、マンガン工場からの粉じんや排煙など。 

P27 に記載済み 

無色透明の液体。主な用途としては、金属機械部品等の脱油洗浄、ドライクリーニング、香料等の抽

出、染料の溶剤等がある。人体への影響としては、肝障害、腎障害、中枢神経障害が知られている。環

境基準値は 0.01 mg/ℓ以下。工場からの廃液等による地下水汚染の進行が懸念されている。 

テトラクロロエチレンは、揮発性有機塩素系化合物の一種で無色透明の液体。主な用途としては、ド

ライクリーニング、溶剤等がある。人体への影響としては、肝障害、腎障害、中枢神経障害が知られて

いる。環境基準値は、0.01 mg/ℓ以下。工場からの廃液等による地下水汚染の進行が懸念されている。 

1,1,1-トリクロロエタンは、有機塩素化合物の一種で甘い臭いを持つ無色透明の液体。主な用途とし

ては、金属洗浄剤、ドライクリーニング用溶剤等がある。人体への影響としては、中枢神経障害が知ら

れている。環境基準値は、1 mg/ℓ以下。工場からの廃液等による地下水汚染の進行が懸念されてい

る。 
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項目名 3）工場排水 

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

結果 工場排水は、水質汚濁防止法の環境基準を使用しています。平成 29 年度

調査の結果、Ａ工場は全ての項目で基準値を達成しています。詳細データは

資料編（P94）に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基準達成○ 未達成×）  

用語説明 

ｐＨ 

BOD 

COD 

 

 

SS 

カドミウム(Cd) 

 

 

 

 

 

 

 

P27 に記載済み 

P27 に記載済み 

Chemical Oxygen Demand の略。化学的酸素要求量。CODの値が高いと、水中の酸素を消費する物

質がたくさん入っていると考えられ、生活排水などが混入していると考えられる。COD 値が高いと水中

の酸素が不足し、生物が住めなくなる。水の汚れを示す代表的な指標。 

P27 に記載済み 

カドミウムは、青白色の光沢を持つ柔らかい金属。地殻中の存在量は約 0.02mg/kg とわずかである

が、亜鉛と共存する形で自然界に広く分布しており、特に汚染を受けていない地表水や地下水中にも、

亜鉛の 1/100 から 1/150 程度の量（約 0.1～0.5μg/ℓ）が含まれると言われている。主な用途としては、

顔料、プラスチック、電池、金属加工等がある。人体に対する毒性は強く、急性毒性では数グラムの摂

取で激しい胃腸炎を起こす。公害病として有名なイタイイタイ病は、顔料、プラスチック、電池、金属加工

工場からの排水が原因とされ、慢性中毒による腎機能障害、カルシウム代謝異常に、妊娠、授乳、栄養

素としてのカルシウム不足などの要因が重なって発症した重症の骨軟化症とされている。排水基準値

は、0.03 mg/ ℓ以下。 
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鉛(Pb) 

 

 

 

 

水銀(Hg) 

 

 

 

 

 

銅(Cu) 

 

 

 

亜鉛(Zn) 

 

 

 

鉄(Fe) 

鉛は、蒼白色のやわらかく重い金属で、地殻中の存在量は約 13mg/kg。古くから人類に利用されてき

た金属の 1 つで、現在でもそのさびにくさ、加工しやすさを利用して鉛管、板、蓄電池等、金属のまま使

用されるほか、その化合物も広く利用されている。人体への影響としては、貧血や中枢神経等への影響

がある。排水基準値は、0.1 mg/ℓ以下。鉛蓄電池、ハンダ、顔料、塗料、うわぐすり等の工場からの排水

が原因で環境に影響を及ぼす。 

水銀は、無機水銀と次項で述べる有機水銀をあわせたもの。水銀は銀白色で、常温では唯一の液体

金属。地殻中の存在量は約0.08mg/kgで、主に赤色硫化物である辰砂（HgS）として産出される。水銀は

古くから知られており、防腐、消毒等のほか金鉱山での金の精錬にも使用されてきた。現在でも化学品

製造、医薬品、乾電池などに使用されている。排水基準値は、0.005 mg/ ℓ以下。慢性中毒では興奮傾

向、不眠といった中枢神経への影響が見られ、化学工業、化学薬品製造工場、食塩電解工場、医薬品

製造工場等での製造工程において水銀を使用する場合があり、排水中に含まれることが多い。 

銅は、銀に次いで電気を通しやすい金属である。自然界に広く分布しており、地殻中に約 55mg/kg、

海水中に約 0.6μg/ℓ含まれている。主な用途としては、電線、合金、貨幣、農薬や医薬品の製造原料等

がある。生体必須元素の 1 つであるが、大量に摂取すると慢性中毒を起こす。排水基準値は、3.0 mg/ 

ℓ以下。銅の汚染源としては、鉱山排水、金属関係工場からの排水、大気粉塵からの溶出などがある。 

亜鉛は、青みを帯びた銀白色の金属である。自然界に広く分布しており、地殻中に約 70mg/kg、海水

中には約 0.004mg/ℓ含まれる。主な用途としては、鉄製品のメッキ、乾電池の陰極、合金等がある。生

体必須元素の 1 つであるが、大量に摂取すると呼吸器や消化器に障害を起こす。排水基準値は、2.0 

mg/ℓ以下。亜鉛の汚染源としては、鉱山排水、金属製品工場の排水等があげられる。 

P29 に記載済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川に与える生活排水の影響は？ 

    毎日私たちは何気なく生活排水を出しています。ところで現在、その生活排水が水質汚濁の原因の

60％～70％を占めると言われています。いったい何が問題となるのでしょうか。 

    まず、石けんや洗剤などの化学物質を流しているのですから、そういった化学物質による汚染が思

い浮かぶかと思いますが、しかし最も大きな問題は河川の富栄養化です。 

   河川の富栄養化は、生活排水が流れ込むことで、河川に植物プランクトンの栄養となるような化学物

質が増大することです。これによって、河川にいる植物プランクトンが増大し、著しくなると、アオコや赤

潮の発生を招きます。 

   では、富栄養化を防ぐために、私たちはどうすればよいのでしょうか。浄化槽法による規制もあります

が、基本的な解決には一人ひとりの心がけが不可欠であり、対処法の一つとして、植物の栄養となる窒

素やリンを含む排水を出さないように心がけることがあげられます。 
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３ 騒音 

環境基本法（平成 5 年法）の第 16条および第 9条によって、道路交通騒音と航空機騒音に対し

て『生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえで維持することが望ましい騒音に係る基準』

が設定されています。また道路交通騒音の中でも、幹線交通に関しては、騒音規制法第 17 条に

よって要請限度（設定された数値を超えて、かつ、道路の周辺の生活環境が著しく損なわれると

認めるときは、都道府県公安委員会に対し道路交通法の規定による措置を執るべきことを要請で

きる数値）が設定されています。これによって、環境基準の達成を促進しています。また、道路交

通振動についても振動規制法第 16条に基づき、要請限度が設定されています。 

 また、騒音規制法第 18 条に基づき、福生市内における道路交通騒音の継続的監視として、自

動車騒音面的評価（幹線道路の自動車騒音の状況についての調査）を実施しました。なお、平成

26年度より振動について調査を開始しました。 

上記に基づき、1)福生市における主要幹線交通の道路騒音・振動 2)自動車騒音面的評価 3)航

空機騒音 4)福生市における主要な道路騒音の 4項目を調査しています。 

航空機騒音は誘導灯付近において今年度も環境基準を大きく上回る結果となりました。 

道路交通騒音に関しては、測定地点 46地点のうち 5地点が環境基準を超える結果となりました。 

詳細データは資料編（P97～P104）に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 1）福生市における主要幹線交通の道路騒音・振動（要請限度） 

目標値 環境基準  いつまで 長期（35年度） 

結果 平成 29年度は測定結果なし 

 

項目名 ２）自動車騒音面的評価 

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

結果 平成 29年度は測定結果なし 

 

 

 

 

 

 

環境基本法 9条

環境基本法 16条

航空機騒音

道路交通騒音 道路に面する地域

一般地域（道路に面する地域以外）

幹線道路に面する地域

騒音規制法
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項目名 3）航空機騒音  

目標値 環境基準 いつまで 長期（35年度） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基準は市役所が Lden62dB以下、誘導灯付近が 57dB以下。 

数値に関しては資料編（P98～P102）をご覧ください。 

 

用語説明 

Lden 

 

時間帯補正等価騒音レベル（Level day-evening-night）。1 日を通して測定された航空機騒音の全エ

ネルギー1 日あたりの平均値。ただし夕方（19 時～22 時）に測定された騒音には 5 デシベル、夜間（22

時～7 時）に測定された騒音には 10 デシベルの重みを付け評価を行う。国際的に騒音の評価指標とし

て主流となっている。 
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項目名 4）福生市における主要な道路騒音 

目標値 環境基準  いつまで 長期（35年度） 

結果 平成 29年度測定結果  

資料編（P103～P104）参照。 

○…環境基準以内 

×…環境基準超過 

測  定  地  点    

Ｎｏ 用 途 地 域 道路との関係 
等価騒音レベル(ＬＥＱ) 環境基

準 
判定 

平成 29年度 

１ 準 工 業 一 般 地 域 53  60  ○ 

２ 準 工 業 一 般 地 域 48  60 ○ 

３ 
第 １種 住 居 沿 道 66  70 ○ 

第 １種 低 層 後 背 地 46  55 ○ 

４ 
近 隣 商 業 沿 道 69  70 ○ 

近 隣 商 業 後 背 地 54  60 ○ 

５ 第 １種 低 層 一 般 地 域 46  55 ○ 

６ 
第 １種 住 居 沿 道 68  70 ○ 

第 １種 低 層 後 背 地 51  55 ○ 

７ 
近 隣 商 業 沿 道 76  70 × 

第 １種 低 層 後 背 地 55  55 ○ 

８ 
第 ２種 低 層 沿 道 62  60 × 

第 １種 低 層 後 背 地 58  55 × 

９ 
第１種中高層 沿 道 64  65 ○ 

第 １種 低 層 後 背 地 41  55 ○ 

10 
第 １種 低 層 後 背 地 46  55 ○ 

第１種中高層 沿 道 59  60 ○ 

11 
第 ２種 住 居 沿 道 64  70 ○ 

第 １種 低 層 後 背 地 52  55 ○ 

12 第１種中高層 一 般 地 域 47  55 ○ 

13 第１種中高層 一 般 地 域 55  60 ○ 

14 近 隣 商 業 一 般 地 域 44  65 ○ 

15 第 １種 低 層 一 般 地 域 55  55 ○ 

16 
近 隣 商 業 沿 道 77  70 × 

第 １種 低 層 後 背 地 54  55 ○ 

17 第 １種 低 層 一 般 地 域 52  55 ○ 
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18 

近 隣 商 業 沿 道 68  70 ○ 

近 隣 商 業 後 背 地 56  60 ○ 

19 第 １種低 層 一 般 地 域 55  55 ○ 

20 
第２種中高層 沿 道 66  70 ○ 

第１種中高層 後 背 地 51  55 ○ 

21 商 業 一 般 地 域 62  65 ○ 

22Ａ 商 業 一 般 地 域 57  65 ○ 

22Ｂ 
商 業 沿 道 66  70 ○ 

第 ２種低 層 後 背 地 55  55 ○ 

23 
第１種中高層 沿 道 67  60 × 

第 １種低 層 後 背 地 52  55 ○ 

24 準 工 業 一 般 地 域 46  65 ○ 

25 
近 隣 商 業 沿 道 64  65 ○ 

第１種中高層 後 背 地 47  55 ○ 

26 第 １種低 層 一 般 地 域 45  60 ○ 

27 
工 業 沿 道 66  70 ○ 

工 業 後 背 地 49  65 ○ 

28 第 １種低 層 一 般 地 域 44  60 ○ 

29 
第 １種住 居 沿 道 65  70 ○ 

第 １種住 居 後 背 地 51  55 ○ 
 

用語説明 

等価騒音レベル

（LEQ） 

  

騒音は時間によって変動する。等価騒音レベルとは、時間に対して平均値をとったもの。 
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４ 苦情受付件数 

平成 29 年度、市に寄せられた苦情は 206 件です。前年度に比べ 7 件減少しました。航空機騒

音等の項目において苦情件数が前年度に比べ減っています。 

項目名 1）苦情受付件数 

目標値 特に設定なし いつまで ― 

結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値に関しては資料編（P105～P106）をご覧ください。 
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５ 緑化 

項目名 1）保存樹林地、保存樹木、保存生垣奨励金・生垣設置補助金 

目標値 緑地面積の拡大（380ha） いつまで 長期（平成 32年度） 

結果 市民所有の保存樹林地「宅地介在山林・一般山林」に対し、奨励金を交付し

保存管理していただいています。また、高さ 10m 以上・幹の周囲 1m 以上の樹

木及び公道に面している高さ 1m 以上・長さ 5m 以上の生垣にも奨励金を交付

しています。平成 29年度は、保存樹林地が宅地介在山林 4件 2,300㎡、一般

山林 2 件 669 ㎡、保存樹木は 38 件 173 本、保存生垣は 138 件 144 箇所

2,890mでした。 

 

① 保存樹林地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 保存樹木 

 

 

 

 

 

③ 保存生垣 
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６ ごみ 

 福生市では平成 14 年からごみの有料化を実施しました。未実施の平成 13 年と比べると、平成

14年では可燃ごみと不燃ごみの減量、資源ごみの増量と改善が見られました。 

その後、ごみの排出量は平成 20年以前から減少傾向にあります。 

また、資源化率の値もほぼ横ばいです。近年ごみの排出量が減少するとともに資源ごみの排出

量も減少したことによるものと考えられます。 

 

項目名 1）ごみ排出量 

目標値 ごみ排出量 50%程度の削減 

（基準年度Ｈ14 19,776t/年） 

いつまで 長期（35年度） 

結果  
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項目名 2）資源化量 

目標値 資源化 50％程度 いつまで 長期（35年度） 

結果  
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※平成 26 年度から容器包装プラスチックに発泡スチロールも含めている。 

 

項目名 3）粗大ごみ 

目標値 特に設定なし いつまで ― 

結果  
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７ 温室効果ガス 

 市では、温室効果ガスの排出量の削減を図るための実行計画として、平成 28 年 3 月に「第 3

次福生市地球温暖化対策実行計画」（平成 28年度～平成 32年度）を策定しました。 

 市が事務事業に伴って排出される温室効果ガスを把握し、削減目標を設定し、目標達成に向け

て率先して取り組むことにより、地球温暖化防止を図ることを目的としています。 

平成 25 年度から 2 か年をかけて行われた道路照明灯の全 LED 化により、平成 26 年度は大

幅な削減となりました。また、環境マネジメントシステムでの取組みであるエネルギー使用機器の

高効率化と日常の業務においての環境配慮行動により、エネルギー使用量の削減（温室効果ガ

ス排出量の削減）を推進しています。平成 29 年度は防災食育センターが稼働を始めたことから、

総排出量が増加しています。 

項目名 １）温室効果ガス総排出量 

目標値 4,190,723kg-CO2 

（平成 15 年を基準として 21.1％削減） 

いつまで 平成 32年度 

結果 ＜温室効果ガス総排出量の推移＞ 

  

備考 第 3 次福生市地球温暖化対策実行計画の目標設定の留意点 

① 新エネルギービジョン詳細ビジョンにおける部門別目標 

部門別の目標削減量に基づき、市有施設が位置づけられる業務部門の「平成 15 年

度比で平成 32 年度までに 21.1％、平成 42 年度までに 30.1％」を目標にしています。 

② 道路照明による電力使用量 

第 2次福生市地球温暖化対策実行計画では対象外としていましたが、第 3次計画で

は算定対象に含めています。 

③ 新庁舎（平成 20 年）による影響 

新庁舎建設後の温室効果ガス排出量は平成 15 年度の約 1.1 倍となっていることか

ら、平成 15 年度の実績値（道路照明灯分を含む）に 1.1 を乗じた値を新基準値として

います。 

④ 第 3 次計画期間における状況変化の予測 

防災食育センターの稼働予定である平成 29 年度以降は、排出増加を見込んだ目標

設定をしています。 
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２ 環境事業の紹介 

 福生市環境基本計画実行計画等で設定した事業の中から、次の 43事業について紹介していま

す。市民参加型の事業もたくさんありますので、ご興味のある事業がありましたら是非参加してみ

てください。 

 

 

地域猫モデル地区における猫の去勢・
不妊手術費助成事業

2 外来生物防除事業 24 地球温暖化防止月間事業

3 学習指導市民講師 25 ジュニア自然体験教室

4 カワラノギク保全活動 26 廃棄物減量監視事業

5 環境学習教員研修 27 廃棄物減量等推進員

6 環境学習講座 28 廃棄物減量等推進審議会

7 環境審議会 29 花いっぱい運動

8 かんきょう通信 30 花いっぱい運動（国道16号・やなぎ通り）

9 環境マネジメントシステム 31 ふっさ環境フェスティバル

10 喫煙マナーアップキャンペーン 32 福生スクラム・マイナス50％協議会

11 熊川分水に親しむ会 33 福生まちなか涼み処・温み処

12 公園ボランティア 34 福生水辺の楽校　「多摩川サポーターズ」

13 ごみ処理施設見学会 35 福生水辺の楽校　「多摩川で遊ぼう！」

コンポストによる生ごみ等の堆肥化と
食育講座等への活用

15 サイクルシェアリング事業 37 ふっさライトダウンキャンペーン

16 市民環境大学 38 萌芽更新

17 市民農園 39 保存樹林地等奨励金交付事業

18 市民ボランティア文化財ガイド事業 40 まちづくり景観推進連絡会

19 清潔で美しいまちづくり事業 41 みどりのカーテン大作戦

20 清掃だより発行 42 湧水調査

21 多摩川河川清掃 43 理数教育推進事業

22 玉川上水遊歩道を考える会

事業
番号

事業
番号

事業名 事業名

1 雨水貯留槽設置助成事業 23

14 36 福生水辺の楽校　ヤマメの卵配付事業
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事業名 雨水貯留槽設置助成事業 

事業番号 1 

開始時期 平成 22年 4月 

事業のスタイル 助成事業 

構成メンバー 担当：道路下水道課  

事業の内容 【雨水貯留槽】 

 市街化が進み地表がコンクリートやアスファ

ルトで覆われたことから、雨水は地表を流れ

都市型水害の発生、また地下水の涵養（カン

ヨウ）の妨げとなることから、都市型水害の一

因と考えられています。雨水流出抑制の観点

に立ち、市内の戸建住宅及び集合住宅の屋

根に降った雨水を雨樋（アマドイ）から貯留す

るタンクの設置に対する助成金交付の制度を

設けています。 

本体価格の 3分の 2、1基につき 5万円を上限に助成します。 

庭の草木への水やりや防火用水の備蓄、また災害時のトイレの水の確保な

どに役立ちます。 

 

22年度 設置数  12基 

23年度 設置数  16基 

24年度 設置数  11基 

25年度 設置数   5基 

26年度 設置数   8基 

27年度 設置数   7基 

28年度 設置数   5基 

29年度 設置数   2基 

 

雨水貯留施設（浸透ます）設置工事費助成制度もあります。 

 

※涵養（カンヨウ）…地表の水が地下にゆっくりと浸透すること。 

 

詳細について 

 

都市建設部道路下水道課下水道グループ、又はホームページをご参照く

ださい。 
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事業名 外来生物防除事業 

事業番号 2 

開始時期 平成 26年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 平成 25 年度に実施した外来生物現況把握調査委託の結果をもとに、特

定外来生物であるアライグマ、外来生物であるハクビシンによる文化財被

害、農水産物被害、人への感染症被害等を未然に防ぎ、自然生態系の保

全を図ることを目的に捕獲防除を行いました。 

 

 【目撃情報・捕獲実績】 

  目撃情報（件） 捕獲防除実績（頭） 

アライグマ 2 7 

ハクビシン 28 5 

計 30 12 

 

 

目撃情報の収集については、イラストを利用した、広報・ホームページ、

かんきょう通信での周知やコミュニティビジョンを活用した周知を行いまし

た。 

また、目撃情報をご連絡いただく際は次のことをお伺いしています。 

 

1 目撃日時 

2 目撃場所 

3 毛色 

4 特徴 

5 目撃数 

6 情報提供者の氏名・連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

問合せ、目撃情報の連絡は環境課環境係へ 
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事業名 学習指導市民講師 

事業番号 3 

開始時期 平成 12年度   

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、NPO法人                 

担当：教育指導課 

事業の内容 「学習指導市民講師」は、小・中学校の「総合的な学習の時間」などにお

いて、専門的な知識を持った地域の方に、児童･生徒への学習指導の講師

を依頼する事業です。 

平成 29年度は、環境や福祉に関する内容等で、48回実施しました。 

そのうち、環境に関する指導内容は次のとおりです。 

 

○生活科・総合的な学習の時間 

・多摩川の自然観察  3回 

・公園の自然観察  1回 

・昆虫観察  7回 

・野鳥観察会  1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 教育指導課へ 
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事業名 カワラノギク保全活動 

事業番号 4  

開始時期 平成 22年 

事業のスタイル 協働事業  

構成メンバー 市民、研究者、福生市、河川管理者、NPO法人 

担当：環境課                    

事業の内容 カワラノギクプロジェクト 

多摩川に残された最後の生育地において、市民、研究者、行政が一緒になって取り組ん

でいる保全活動です。その目的は、多摩川流域における多様な自然生態系の保全・復元を

目指し、かつては河原の自然を代表する植物であった絶滅危惧種のカワラノギクを保全・復

元することを目的に活動しています。将来的には、人の助けがなくてもカワラノギクが存続で

きるようになることを願い、絶滅回避のための作業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度の活動  

活 動 日 内 容 

7月 2日（日） 春の除草作業 

10月 1日（日） 秋の除草作業 

11月 25日（土） 開花個体数調査 

3月 24日（土） 播種 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について カワラノギクプロジェクト事務局 

ＮＰＯ法人 自然環境アカデミーへ 

 

 
 

ＮＰＯ法人（事務局） 

市民 
カワラノギクの保全・復元を

めざす多摩川市民の会 

河川管理者 
国土交通省関東地方整

備局京浜河川事務所 

流域自治体 
 

福生市 

研究者 
 

明治大学 
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事業名 環境学習教員研修  

事業番号 5 

開始時期 平成 16年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー NPO法人、福生市                           担当：環境課 

事業の内容 教員歴 1 年目、2 年目の教員、環境教育に関心のある教員を対象とした

環境学習の研修を実施しました。 

教員が福生市の自然と環境について学ぶことで、子どもたちへの環境学

習を促進します。 

 

○平成 29年度研修内容・参加者 

第 1回 「フィールドで学ぶ」    16人 

      水質調査、生物調査、川の安全学習 

第 2回 「福生の自然の変遷」  13人 

      玉川上水にかかる新堀橋付近から田村分水、湧き水、旧ヤマジュ 

ウ田村家住宅など福生の自然の変遷について、徒歩で学習す

る。 

    

フィールドで学ぶ              

 

 

詳細について 

 

環境課環境係へ 
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事業名 環境学習講座  

事業番号 6 

開始時期 平成 25年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー                   担当：環境課 

事業の内容 福生スクラム・マイナス50％協議会が主催し、環境意識の醸成を図ることを

目的としています。今年度は『身近にせまる！最近のごみ問題 ～私たちに何

ができるか？～』と題し、時代とともに変化するごみ問題についての講座を実

施しました。 

 

・環境学習講座 （参加者：延べ 20 人） 

第 1回 9/9   ・ごみ問題の現状 

・廃棄物の課題と対応 

・高齢化時代のごみ問題 

 

 

 

第 2回 9/30   ・ごみ問題の取組と事例 

・ワークショップ：みんなでごみ対策について 

話し合おう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

詳細について 

 

福生スクラム・マイナス 50％協議会事務局（環境課環境係）へ 
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事業名 環境審議会 

事業番号 7  

開始時期 平成 15年 4月 1日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、事業者、学識経験者                     担当：環境課 

事業の内容 福生市環境審議会は、福生市環境基本条例に基づき設置された組織で

す。市から委嘱された市民、事業者、学識経験者らが、市の環境保全等に

関する施策を推進する上で必要な事項を調査・審議するとともに市の環境

政策について専門的な立場から、評価・指導を行っています。 

福生市環境基本計画に関しては、各年度における実行計画の進捗状況

について、その内容を市から報告を受け意見を挙げています。 

平成 29年度は第 8期福生市環境審議会として 10名が委嘱されました。 

任期は平成 29年 7月 4日から平成 31年 7月 3日までの 2年間です。 

 

平成 29年度 

7月 19日 ・福生市環境基本計画実行計画進捗状況（平成 28年度）に 

ついて 

・福生市環境基本計画実行計画（平成 29年度）について 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

【名簿】(敬省略)   ★会長 ☆副会長 

上 村   喬 市民の代表 山 下 真 一 事業者 

杉 森   侑 市民の代表 ★小 倉 紀 雄 学識経験者 

☆祖父江 重夫 市民の代表 千 葉 保 彦 学識経験者 

横 田 君 子 市民の代表 野 村   亮 学識経験者 

田 村 半十郎 事業者 畠 瀬 頼 子 学識経験者 
 

詳細について 環境課環境係へ 

 

委嘱状交付の様子 
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事業名 かんきょう通信 

事業番号 8 

開始時期 平成 14年 10月 15日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー かんきょう通信市民編集員                     担当：環境課 

事業の内容 環境情報プロジェクトは市民参加により市民の環境に対する意識啓発と

ＰＲを図るためのものです。平成 29 年度はかんきょう通信市民編集部によ

り、かんきょう通信を年 2 回発行しました。かんきょう通信は全戸配布して

います。 

【活動】 

かんきょう通信編集会議を開催し、記事の作成、レイアウト等、より良い

｢かんきょう通信」を皆さんにお届けできるよう、また、環境について関心を

もっていただけるよう活動しています。 

 

 

平成 29年 5月 42号発行  

  内容  

第 15回ふっさ環境フェスティバル 

   福生水辺の楽校 秋川漁業協同組合の取り組み紹介 

   環境豆知識（LEDについて） 

   絶滅危惧種 カワラノギクを守ろう！ 

 

平成 30年 2月 43号発行 

  内容  

環境想いな防災食育センター稼働中！ 

ふっさ環境市民会議活動報告 

ふっさ「エコくらし」 

平成 29年度環境学習講座 身近にせまる！最近のごみ問題 

福生地域ネコの会より 

環境豆知識（外来生物） 

福生水辺の楽校運営協議会が「優秀成果団体」に選出！ 

かんきょう通信市民編集員を募集しています！ 

 

詳細について 

 

「かんきょう通信」の編集に携わっていただける市民の方を募集していま

す。 

環境課環境係へご連絡ください。 
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事業名 環境マネジメントシステム 

事業番号 9  

開始時期 平成 20年 11月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、環境政策の専門家、福生市                  担当：環境課 

事業の内容 「環境マネジメントシステム」とは企業

や自治体といった組織が、環境に影響

を及ぼす側面を特定し、環境配慮の方

針や計画を立て(Plan)、その実現に向

けて環境配慮行動を実行し(Do）、その

達成度を点検し(Check）、見直し・改善

する（Action）という一連のサイクルのことです。 

福生市では平成 20 年度より環境マネジメントシステムを導入し、事業所と

しての環境負荷削減を目的とした地球温暖化対策実行計画の推進について

市民を交えた評価を進めています。 

平成 26 年度から従来の仕組みを土台として、福生市の独自性をもった仕

組み F-e（福生市環境マネジメントシステムの英語の略称） を新たな規格と

し、学校や指定管理施設を含む市のすべての行政施設において、市長以下

教職員を含む全職員が、節電や省資源など具体的に数値目標を掲げて、

日々環境に配慮した取り組みを実践しています。 

市の取り組みの状況や成果については、市民や職員、専門家によって監

査が行われ、平成 29年度は 1月 30日から 2月 1日の 3日間に渡り実施を

しました。 

 

＝監査の様子＝ 

      

 

詳細について 環境課環境係へ 
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事業名 喫煙マナーアップキャンペーン  

事業番号 10 

開始時期 平成 16年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー たばこ組合、酒販組合、福生市、JＴ                担当：環境課                                

事業の内容 「たばこのポイ捨て」や「歩きたばこ」が社会問題となっています。吸い殻

のポイ捨てはまちを汚す原因の一つです。一方、歩きたばこは、喫煙者本

人が気付かないうちに、他人の服や持ち物を焦がす、他人にやけどを負わ

せる、子どもの顔にたばこの火種が当たるなど、周りの人に被害を及ぼす

可能性があります。 

こうした迷惑行為や危険行為に対して、喫煙者のマナーの向上が何より

重要という考えの下、「喫煙マナーアップキャンペーン」を実施しています。 

平成 29 年度は 11 月 1 日から 14 日までをキャンペーン期間とし、福生

駅自由通路・東福生駅前公園・牛浜駅東口公園内・熊川駅・拝島駅北口に

のぼり旗を掲げました。 

【キャンペーン実施日】 

11月 2日  福生駅 

11月 14日  拝島駅北口（昭島市と合同） 

 

 

 

詳細について 環境課ごみ対策係へ 
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事業名 熊川分水に親しむ会 

事業番号 11 

開始時期 平成 16年 2月 4日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業  

構成メンバー 市民及び学識経験者                          担当：まちづくり計画課 

事業の内容 【熊川分水に親しむ会とは】 

福生の自然や景観及び文化、歴史の維持、保全、継承を目的とした活動を行う団

体です。 

熊川分水は、東京の武蔵野台地に設けられた 35 番目の分水です。分水の長さ、

2,075m の大部分は私有地を流れていますが、宅地化、住宅化が進み、暗渠が増え、

現在は約 40％以上が暗渠になっています。かつては水車による動力源や灌漑用水、

飲料水や生活用水として大きな役割を果たして来ました。熊川分水の現況は緑とせ

せらぎの自然豊かな憩いの場となっています。特に分水は玉石を用いた空石積み（コ

ンクリートなどの詰め物がない石積み）で歴史的価値ある石積みです。先人の技能の

高さを証明しています。全国的にも玉石積みの用水は今では少なくなり、積める職人

も少なくなっています。この先人の残した文化財的価値ある福生市の遺産を次世代に

引き継ぐように、市民の皆さんと共に保存に取り組む活動をしています。 

主な活動としては、文化や歴史・知識を深め、保全活動の取り組みとして会員及び

市民向けの講座を公民館と協働で定期的に開催しています。 

こどもを対象とした夏休みイベント等分水保全のための働きかけを行っています。

更に熊川分水に親しむ会では福生分水、湧水まで幅広く活動を広げています。 

～平成 29年度の主な活動一覧～  

●総会：講演会 9月 2日        

●分水ウォークと歴史講座（白梅分館） 

●市長及び都市建設部との懇談 

●協働事業 

①熊川分水の一斉清掃                一斉清掃 6月 4日片倉跡地付近 

②夏休みこども探検隊 （片倉跡地）－水路と周辺の生き物たち 

●イベント参加 

①景観推進連絡会参加、景観フォーラム参加 

②公民館白梅分館白梅まつり 展示・写真 

③環境フェスティバル まちづくり景観推進連絡会のブースにパネル展示   

詳細について 

 

分水や湧水の保全および自然景観の維持の考えに賛同し、活動に参加いただける

方々を広く求めています。 

●入会：福生市在住、在勤者および学識経験者 ●会費有（入会時1,000円） 

まちづくり計画課計画グループへ 
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事業名 公園ボランティア 

事業番号 12 

開始時期 平成 16年 4月 

事業のスタイル 協働事業（市民ボランティア） 

構成メンバー 市民ボランティア、福生市             

担当：施設公園課 

事業の内容 ＜公園ボランティア＞ 

市では平成 16 年 4 月から、市民の皆さんとの協働により公園ボラン

ティア事業を実施しています。 

主な活動内容は花壇の手入れや除草、公園での清掃などです。現在

登録されている方は花や緑が好きな方、公園が好きな方です。 

 

＜公園ボランティア活動状況＞     

平成 29年度は 38の公園で 387名 

と 11団体の方が活動しました。          活動の様子 

市内には 76の公園・児童遊園、 

緑地公園があり、近所の公園やお 

気に入りの公園で都合の良い時間 

に活動することができます。 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 公園ボランティアは登録をしていただきます。施設公園課施設公園グルー

プまでご連絡ください。登録の書式は、担当課または市のホームページに

あります。 
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事業名 ごみ処理施設見学会 

事業番号 13 

開始時期 昭和 52年 6月 25日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市内在住の小学生と保護者                     担当：環境課 

事業の内容 夏休み親子施設見学会を開催しました。 

家庭から出されたごみがどのように処理されているのか、ごみ処理施設を

見学しました。 

見 学 日  平成 29年 8月 9日（水） 

見学場所 日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場（最終処分場）及びエコセメン 

ト化施設  

参 加 者 市内在住の小学生と保護者 21人 

 

 

 

 

 

 

詳細について 広報や清掃だより等で見学会開催について掲載しますので、お申し込みくだ

さい。 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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事業名 コンポストによる生ごみ等の堆肥化と食育講座等への活用 

事業番号 14 

開始時期 平成 20年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 地域住民、食育講座に参加する市民、公民館白梅分館 

                                担当：公民館白梅分館 

事業の内容 【コンポストによる堆肥作り】 

公民館白梅分館ではコンポスト 4 基を設置し、生ごみ等の堆肥化を行っ

ています。 

学童クラブ「たんぽぽクラブ」、白梅分館で発生する生ごみや落ち葉等の

ほか、近隣の住民や利用者等に家庭で出る生ごみを持ち込んでいただい

ています。 

身近なところから生ごみの減量と資源化を目指し、環境意識を高めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育講座等への活用】 

  できあがった堆肥は、白梅分館裏庭の小さな畑を使った食育講座の実

践に役立てているほか、白梅分館の花木や緑のカーテンのためのアサガ

オ栽培の肥料として活用しています。 

  食育講座では堆肥を使った土づくりから収穫までの農作業体験を通し

て、食と環境とのかかわりについて学習を深めています。 

 

 

 

詳細について 

 

生ごみの持ち込みはいつでもどうぞ。 

食育講座の参加者募集は広報ふっさに掲載します。詳しくは公民館白梅分

館へ 
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事業名 サイクルシェアリング事業 

事業番号 15 

開始時期 平成 23年度 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当課：環境課 

事業の内容  

シェアリングの手法を用いて、市民等に電動アシスト自転車を利用できる

機会を広く提供し、石油燃料を使用する自動車利用からの転換により市域

における地球温暖化対策を推進するとともに、観光交流人口を増やし地域

振興・活性化を推進することを目的とし、市民に限らずより多くの人々が利

用できる新たな交通システムの構築と運用による実証実験を、平成 25年度

をもって終了し、平成 26年度から本格実施となりました。 

本格実施に伴い、サイクルシェアリングのステーションの名称を「たっけー

☆☆サイクルポート」に改め、さらなる利便性の向上を図るために、福祉セ

ンター駐車場内にステーションの増設を行い、平成 27 年度より運用を開始

しました。会員数は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

サイクルシェアリングの利用に関する問合せは、「まちなかおもてなしステー

ション くるみるふっさ」へ 

 

 

たっけー☆☆サイクルポートマップ 会員募集のチラシ 
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事業名 市民環境大学  

事業番号 16 

開始時期 平成 16年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ＮＰＯ法人、福生市                          担当：環境課 

事業の内容 福生市の環境保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため

の福生市環境基本計画に基づき、市民が環境問題を学習するための機会

の提供と環境リーダー育成のため開催しています。平成 29年度も引き続き

「ふっさ ECOカフェ」と称し、市内に存在する豊かな水、緑をテーマに自然観

察を行うことで将来的に市民と自然がどのようにかかわっていくかを考え

た。また、自然体験の一環として農作業体験を実施した。 

 

登録者  大人 14人  子ども 5人  計 19人 

平成 29年度プログラム 

第1回  ガイダンス「福生の自然環境」、畑仕事 

第2回  ジャガイモ植付け、サツマイモつる返し、除草 

第3回 市内自然観察「福生の水環境」 

第4回  雑木林の緑地活動 

第5回  ジャガイモとサツマイモ収穫、サツマイモと落花生の簡単料理 

第6回  講座の振り返り、豆腐作り 

  

 

  

サツマイモの収穫           サツマイモと落花生の料理 

 

詳細について 

 

無料にて参加できます。 

詳しくは環境課環境係へ 
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事業名 市民農園 

事業番号 17 

開始時期 昭和 49年 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民農園使用者協力会員・福生市       担当：シティセールス推進課 

事業の内容 市内に 8 か所（熊川東、福生加美、熊川武蔵野第二、熊川牛浜、福生武

蔵野、福生奈賀、熊川北、南田園第二）の市民農園を設置し、1 区画約 10

㎡の菜園を利用していただいています。 

貸出期間は 2 年間、費用(協力会費)は 2 年間で 2,000 円（水道料金・維

持管理費など）です。 

家族で野菜作りを楽しむ場になっているほか、環境を潤す「みどり」を提

供しています。 

農園の管理は市民農園使用者協力会と、事務局のシティセールス推進

課との協働で行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

毎年 1 月の「広報ふっさ」で使用者を募集します。使用を希望される方はご

参照いただき、お申込みください。 
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事業名 市民ボランティア文化財ガイド事業 

事業番号 18  

開始時期 平成 25年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生市文化財・史跡ガイドボランティア 

郷土資料室職員                                  担当：郷土資料室 

事業の内容 【文化財ガイド事業とは】 

福生市郷土資料室において、平成 21 年度より平成 24 年度まで実施され

た文化財ガイド養成講座受講者のガイドにより、市内の文化財等を紹介す

るツアー事業です。 

ガイドツアー受講者の皆さんが文化財に対して理解を深めてもらうのは勿

論、ガイドの方々も養成講座で学んだ知識を元に自らが解説者となること

で、郷土に対する愛着をさらに深めていただくことも目的としています。 

 

【平成 29年度の市内文化財・史跡ガイドツアーについて】 

東京文化財ウィーク期間中に、テーマを設定したツアーや企画展示関連

事業として、市内を散策しながら文化財等を紹介するガイドツアーを行って

います。 

【平成 29年度】 

第 1回 福生地区文化財めぐり       平成 29年 10月 28日（木） 

第 2回 玉川上水を歩く①（福生地区） 平成 29年 11月 11日（土） 

第 3回 玉川上水を歩く②（熊川地区） 平成 29年 11月 18日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ガイドツアーの様子 

詳細について 事前に広報および福生市郷土資料室ホームページで参加者の募集を行っ

ています。詳しい内容については、これらをご覧ください。 
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事業名 清潔で美しいまちづくり事業 

事業番号 19 

開始時期 平成 23年 4月 1日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業                               担当：環境課 

事業の内容  福生市清潔で美しいまちづくり条例により、ポイ捨て及び犬のふんの放置

の防止並びに路上喫煙等の規制のため、看板等条例周知用物品の設置、

見回り調査及び条例違反者に対する指導等、市民への条例の周知・啓発を

行い、市民の快適な生活環境の確保を図りました。 

 また、福生駅、牛浜駅、東福生駅、熊川駅周辺に、路上禁煙区域を指定し

ています。 

 

  条例周知用看板の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  路上禁煙区域周知用看板の設置 

                  

 

詳細について 環境課ごみ対策係へ 
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事業名 清掃だより発行 

事業番号 20 

開始時期 昭和 52年 6月 25日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 環境美化に対する市民意識の高揚を図り、清潔な環境の形成に努めて

いくことを目的に、清掃だより（もっとクリーン）を年 3 回発行し市民に配布し

ました。 

6/15号、12/15号、3/15号 4頁 1回、2頁 2回発行 

配布委託先 シルバー人材センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 3/15号 

                  

詳細について 環境課ごみ対策係へ 
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事業名 多摩川河川清掃  

事業番号 21 

開始時期 平成 15年 5月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 国土交通省、地元企業、ガールスカウト、一般市民、横田基地ボランティア 

福生市 

担当：施設公園課施設公園グループ 

事業の内容 【多摩川河川清掃】 

 国土交通省の「多摩川クリーン作戦」の一環として、毎年6月のふっさ環境

フェスティバルに合わせて、地元企業や市民の皆さんと協働して多摩川の

河川清掃を実施しています。 

                           清掃の様子 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 29 年度は 6 月 4 日の日曜日に、多摩川中央公園に集った市民の

方など、約 109名のご協力をいただき、多摩川河川の清掃をいたしました。 

それにより、可燃物、空缶、ペットボトルなど 60ｋｇのゴミを回収しました。 

 

 

 

 

 

 

 

           終了後の記念撮影 

詳細について 

 

市の広報にてお知らせしています。申込みは不要ですので、当日、直接集

合場所へおいでください。 
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事業名 玉川上水遊歩道を考える会 

事業番号 22 

開始時期 平成 16年 2月 26日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業 

構成メンバー 関心のある方                        担当：まちづくり計画課 

事業の内容 【玉川上水遊歩道を考える会とは】 

玉川上水は、江戸時代の急激な人口増加に伴う飲料水の不足に対応する

ため、多摩川を水源とする上水として開削されました。 

福生市内を流れる玉川上水は、約 4.3㎞です。このうち、宮本橋からみずくら

いど公園に至る約 2.1㎞の区間に上水沿い遊歩道がありません。 

 ここに連続した緑ゆたかな遊歩道を整備することは、これからの福生のまち

環境の向上、多摩地区から都心に至る「貴重な連続した水と緑の帯」形成にと

って必要不可欠の大きな条件であると考えます。 

その志を一つにする福生市民の有志が立ち上げた会です。 

［平成 29年度の主な活動］ 

4月 1128日 定期総会 

6月 1  4日       環境フェスティバル 展示参加 

7月 8・9日  公民館本館まつり 展示参加 

8月 1119日 「玉川上水ネット」第 2回シンポジウム参加 

8月 1125日 輝きサポートセンター 展示会参加 

9月 1122日 

10月 1116日 

10月 1127日 

11月 1117日 

玉川上水ウォーク（全４回）実施 

12月 1121日 
第 24回玉川上水緑の保全事業部 

都・区市連絡協議会参加 

3月 1117日 第 13回景観フォーラム参加 

福生市緑の基本計画関係団体意見交換会参加 3月 1119日 

  

  
 

詳細について 私たちの考えに賛同いただけ、関心のある方々を広く求めています。 

●入会資格：老若男女（居住地の如何を問いません。） 

●会費有（年間 1,000円） 
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事業名 地域猫モデル地区における猫の去勢・不妊手術費助成事業 

事業番号 23 

開始時期 平成 18年 4月 1日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生地域猫の会、町会、福生市                  担当：環境課 

事業の内容 地域猫制度は飼い主のいない猫から起こるいろいろなトラブルを地域の

問題としてとらえ、市民ボランティア、町会、行政の協働事業で解決しようと

するしくみです。地域住民の合意を前提にエサ場周辺のフン等の清掃や去

勢・不妊手術をしながら、地域で飼育管理し、飼い主のいない猫の数を減

少させていくためのコントロールを行いながら、人と飼い主のいない猫との

共生を目指します。 

平成 16年度、市民会議「人と動物の共生会議」が「猫問題に関する提言

書」を市長へ提出。この提言に基づき、「福生市地域猫モデル地区におけ

る猫の去勢・不妊手術費助成事業」が、平成 18 年度より制度化されまし

た。平成 29 年度は 13 地区で 79 匹（オス 48 匹・メス 31 匹）の手術を実施

しました。 

 

■福生地域ネコの会 

「地域猫を考える市民会議」が母体となり、平成 18年 4月「福生地域ネコ

の会」が結成されました。平成 29 年度は定例会議等を 12 回開催。飼い主

のいない猫の治療費等を確保するため、バザーへの出店を積極的に行い

ました。また、協働職員研修会に福生地域ネコの会の会員が講師として参

加し、市職員に協働事業の事例紹介として地域猫活動に関する講話を行

いました。 

                                
熊川げんき広場でのバザー出店の様子        協働職員研修会の様子 

詳細について 福生地域ネコの会では会員を募集しています。お気軽にご参加ください。ま

た、猫の去勢・不妊手術の募金も受け付けています。詳しくは環境課環境

係へ 
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事業名 地球温暖化防止月間事業 

事業番号 24 

開始時期 平成 28年 12月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ふっさ環境市民会議、福生市                    担当：環境課 

事業の内容 家庭の CO2 削減を目的とし、12 月の「地球温暖化防止月間」に合わせ、

市民団体「ふっさ環境市民会議」と協働で普及啓発事業を行いました。 

 

・家庭の省エネ啓発パンフレット『ふっさ「エコくらし」』の作製、発行。 

・12月 2日（土）、地球温暖化防止セミナー「ごみの資源化と環境への取 

り組み」をもくせい会館にて開催。 

・12月 1日（金）、市役所ロビーにて地球温暖化防止キャンペーンを実 

施。キャンペーンでは、展示や省エネ説明のほか、家庭の省エネ啓発 

パンフレット『ふっさ「エコくらし」』を配布。 

 

                                                            

詳細について 

 

環境課環境係へ 

 

地球温暖化防止セミナー「ごみ

の資源化と環境への取組」の

様子 

地球温暖化防止キャンペーンの様子 家庭の省エネ啓発パンフレット

『ふっさ「エコくらし」』 
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事業名 ジュニア自然体験教室 

事業番号 25 

開始時期 平成 15年度 

事業のスタイル 市主催事業 

構成メンバー 講師、看護師、参加者（小学 3～6年生） 、公民館本館職員 

                                   担当：公民館本館 

事業の内容 【ジュニア自然体験教室とは】 

学校や学年の異なる子どもたちの関わりや仲間づくり、緑豊かな自然の中

での野外実習やキャンプ体験を通して、参加者が主体的に考えて行動するこ

とで充実感、達成感を獲得することを目的としています。 

異年齢･学年・学校の子ども達が集まる機会が少なくなっている状況

で、本事業に偶然集まった仲間で、一つの事業を完成させる過程から、

他者受容やまとめ役といったリーダー養成へとつながるような学習機会

としていきます。 

【平成 29年度 ジュニア自然体験教室について】 

キャンプ地を至近のあきる野市に変更し利便性の向上を図りました。 

季節ごとの自然環境の違いを感じられるように、年間を通した野外で

の実習に重点を置き活動を行いました。 

●実施期間及び教室の内容 

回数 日時 内容 場所 

第 1回 
7月 25日(火) 

10：00～12：00 
オリエンテーション                さくら会館第３集会室  

第 2回 
8月 2日(水) 

9：00～13：00 
野外調理実習 多摩川中央公園 

第 3回 
8月 10日(木) 

9：00～13：00 
野外実習 多摩川中央公園 

第 4回 
8月 22日(火) 

10：00～12：00 

事前準備、荷物の確認 

プログラムの確認 
さくら会館第 3集会室 

第 5回 
8月 23日(水) 

8：40～ 
キャンプ 1 日日（川遊びなど） 

五日市協同村ひだまり 

ファーム 

第 6回 8月 24日(木) 
キャンプ 2日目（低山登山な

ど） 

五日市協同村ひだまり 

ファーム 

第 7回 
8月 25日(金) 

～16：00 
キャンプ 3日目（竹細工など） 

五日市協同村ひだまり 

ファーム 

第 8回 
10月 8日(日) 

9：30～13：30 
キャンプ家族報告会   多摩川中央公園 

第 9回 
12月 26日(水) 

9：00～15：00 
野外実習 

八王子滝山里山保全

地域 

第 10回 
3月 28日(水) 

10：00～13：00 
野外実習、まとめ 多摩川中央公園 

 

参加するには？ 

 

市広報で募集します。対象は市内の小学校 3 年生から 6 年生まで。費用に

ついては参加費（食材や保険代）のほか交通費などが実費となります。 
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事業名 廃棄物減量監視事業 

事業番号 26 

開始時期 平成 12年１月 4日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業                               担当：環境課 

事業の内容 西多摩衛生組合にて、福生市内の事業所から出された廃棄物が適正に処

理されているか調査し、適正処理を促しました。 

6/28、10/26、11/30、3/16 計 4回実施 

 

監視作業の様子     

        
 

    不適正物 

 

                     

詳細について 環境課ごみ対策係へ 
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事業名 廃棄物減量等推進員 

事業番号 27 

開始時期 平成 5年 7月 1日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民代表 39人（年度末現在）                   担当：環境課 

事業の内容 一般廃棄物の適正な処理及びごみ減量のため、市の施策への協力その

他の活動を行っていただくよう、福生市廃棄物減量等推進員として市長が

委嘱いたします。 

平成 29年度の「廃棄物減量等推進員」の活動 

会議の開催 平成 29年 8月 8日、10月 5日、 

施設見学会 平成 30年 2月 20日 

会議では、平成 28年度ごみ処理実績の報告、一般廃棄物処理計画につ

いて協議しました。 

施設見学会は、日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場、エコセメント化施設

及び株式会社加藤商事を見学しました。 

 

 

 

詳細について 

 

推進員は市内各町会及び各商栄会等より推薦をいただいた方々を市長が

委嘱しています。 

環境課ごみ対策係へ 
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事業名 廃棄物減量等推進審議会 

事業番号 28 

開始時期 平成 5年 7月 1日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民の代表、学識経験者等 8人 （年度末現在）        担当：環境課 

事業の内容 一般廃棄物の減量及び再利用の促進等に関する事項を審議するための

市長の付属機関であり、委員の任期は 2年、市民の代表、学識経験者等 8

人で構成しています。 

【審議内容】 

（１） 一般廃棄物の処理の基本方針に関する事項 

（２） 廃棄物の減量及び再利用の促進に関する事項 

（３） その他市長が必要と認める事項 

 

「廃棄物減量等推進審議会」の開催 

平成 29年 8月 8日 

会議では平成 28 年度ごみ処理実績の報告、福生市一般廃棄物処理計

画について協議しました。 

 

 

詳細について 環境課ごみ対策係へ 
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事業名 花いっぱい運動 

事業番号 29 

開始時期 平成 2年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー グリーンクラブ福生、福生市農業委員会、福生市        担当：環境課 

事業の内容 福生市では平成 2年度から年 2回、春と秋に多くの市民が楽しめるよう、

街角、通学路、公園、広場等に町会・自治会等の市民や農業者を中心とす

るボランティアによる草花の苗（サルビア、パンジー等）の植栽を行い、緑化

と美化を進めています。 

加えて、花いっぱいコンテスト（春・秋）については花いっぱい運動で楽しく

見栄えのする花壇を作る取組みの一助としてふっさ花とみどりの会が実施

しています。 

《平成 29年度の取組み》 

① 花いっぱい運動事業(春)  実施期間 5月 13日～5月 31日 

花の配布数 サルビア・ペチュニア 17,300株 マリーゴールド 18,400株 

参加団体 97 

② 花いっぱい運動事業(秋)  実施期間 11月 12日～11月 30日 

花の配布数  パンジー・ ビオラ 31,400株  葉ボタン 7,700株 

参加団体 99 

 

主な団体 町内会、商店街、体育館、図書館、市民会館、公民館、保育園、

幼稚園、小中学校、農業者、商工会、市内事業者など 

  

  

詳細について 環境課環境係へ 
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事業名 花いっぱい運動（国道 16号・やなぎ通り） 

事業番号 30 

開始時期 平成 22年 5月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ふっさ花とみどりの会、ボランティア、福生市           担当：環境課 

事業の内容 平成 2 年から実施している花いっぱい運動を発展させるため、花とみどり

の会が提言し、行っている花いっぱい運動です。平成 21 年度末にやなぎ通

りに設置したプランターと 16 号のハナミズキの植樹ますに、春はニチニチソ

ウ、秋はビオラ・ノースポールを植えました。植栽にはやなぎ通り沿いでボラ

ンティアにご協力くださっているご家庭と店舗の方、国道 16 号の横田基地

前商店街連絡協議会の方が参加しています。 

今後も福生のメイン通りである国道 16 号とやなぎ通りをフラワーロードと

するため、市民を中心に植栽を進めていきます。 

 

 

植栽（春） 

○ニチニチソウ 

やなぎ通り   880株 

国道 16号    624株 

  

植栽（秋） 

○ビオラ 

やなぎ通り    592株 

国道 16号    420株 

○ノースポール 

やなぎ通り     288株 

国道 16号   204株 

 

 

 

 

詳細について 

 

環境課環境係へ  
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事業名 ふっさ環境フェスティバル 

事業番号 31 

開始時期 平成 15年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、企業、事業者、NPO法人、学校、福生市         担当：環境課 

事業の内容 地球環境、自然環境へのふれあいをテーマにした、実行委員会による市

民参加型イベントです。例年、自然豊かな多摩川中央公園を会場に、環境

月間の 6 月に合わせて開催しています。“環境”をテーマに、市民や事業者

によるさまざまな趣向を凝らした展示ブースが数多く出展しています。 

第 15 回目を迎える平成 29 年度は、47 団体が参加し、環境関連の展示

やワークショップのブースが会場に並びました。また、平成 28 年度に続き、

ダンボール迷路、スタンプラリーの実施、牛浜駅と公園間のシャトルバスの

運行を実施しました。また新たな試みとして、ごみ対策係のブースにて、ぬ

いぐるみ回収、フードドライブを実施しました。 

その他、ステージでは環境をテーマにしたおしゃべり南京玉すだれ、警察

犬デモンストレーションをはじめ、エコ・レンジャーショーや化学実験ショー、

学童クラブけん玉ショー、吹奏楽や草笛の演奏など、来場者に環境や自然

について関心をもっていただく工夫をしました。 

来場者：5,020人。 

 

 

 

詳細について 

 

無料にて参加いただけます。 

また、フェスティバルを企画・運営する実行委員も募集中。詳細は広報や

HPでご案内しますので、お気軽にご参加ください。 
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事業名 福生スクラム・マイナス 50％協議会 

事業番号 32 

開始時期 平成 18年 8月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、商工会、事業者、学識経験者、福生市          担当：環境課 

事業の内容 福生スクラム・マイナス 50％協議会は、環境省の「環境と経済の好循環

のまちモデル事業」の補助金を受けて、福生市と福生市商工会が中心に設

立した協議会です。協議会には、市、商工会、市民の代表、商工会推薦に

よる事業者らが参加しています。 

平成 21 年度からは、東京都の「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の

市町村助成金を活用した事業を実施しています。 

 

 

【平成 29年度のおもな活動】 

1） みどりのカーテン大作戦（事業番号：41） 

2） 花いっぱい運動（事業番号：29、30） 

3） ふっさ環境フェスティバル（事業番号：31） 

4） 環境学習講座（事業番号：6） 

5） 地球温暖化防止月間事業（事業番号：24） 

 

 

詳しくは、各事業案内のページをご覧ください。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

環境課環境係へ 
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事業名 福生まちなか涼み処・温み処 

事業番号 33 

開始時期 平成 23年 8月 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 夏期(7 月～9 月)と冬期(12 月～3 月)に、家庭での節電を奨励するととも

に、市内公共施設において市民が涼み（温み）、交流することができるスペ

ースを確保し、市民の利用を促しました。 

公共施設を利用することで、家庭での電力及びエネルギー消費量を削減

し、市全体での節電効果が高まります。  

 

   【内容】 

・各施設で、新たに冷房（暖房）空間を用意するのではなく、通常の開館

時間内において、市民が一時的に涼む（温む）ことができることを「福生

まちなか涼み処・温み処」として周知、案内する。 

・各施設は、市民が気軽に、気兼ねなく過ごせる工夫をする。 

 

【実施施設】 計 10施設 

① 市役所(1階情報スペース) 

② 市民会館(1階ロビー) 

③ 松林会館 

④ 白梅会館 

⑤ わかぎり会館 

⑥ わかたけ会館 

⑦ かえで会館 

⑧ 福東会館 

⑨ 福祉センター 

⑩ 福生市観光案内所「くるみるふっさ」  

 

 

 

詳細について 広報ふっさ、HPで実施施設を紹介しています。 
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事業名 福生水辺の楽校「多摩川サポーターズ」 

事業番号 34 

開始時期 平成 16年 3月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生水辺の楽校運営協議会（事務局 福生市）、参加者、ボランティア、 

ＮＰＯ法人                                担当：環境課 

事業の内容 福生水辺の楽校運営協議会では、水辺の遊びを支える地域連携体制の

構築や、自然環境あふれる安全な水辺の創出を目的に多摩川をフィールド

とした福生水辺の楽校を運営しています。「多摩川サポーターズ」は福生水

辺の楽校の活動の一環で、中学生以上を対象としたボランティア養成を目

的とした講座です。 

 

 

《平成 29年度多摩川サポーターズ》 

第 1回 多摩川の魚と生き物の話 

（雨天のため、内容を室内プログラムに変更し実施） 

第 2回 多摩川の生き物＆水質しらべ 

第 3回 いかだを作ろう（増水、低水温のため中止） 

第 4回 水辺の散策路ごみ拾い＆焼き芋 

    

詳細について 

 

環境課環境係まで電話にてお申し込みください。 
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事業名 福生水辺の楽校 「多摩川で遊ぼう！」 

事業番号 35 

開始時期 平成 16年 3月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生水辺の楽校運営協議会（事務局 福生市）、参加者、ボランティア、 

ＮＰＯ法人                                担当：環境課 

事業の内容 【水辺の楽校とは】 

子どもたちの水辺の遊びを支える地域連携体制の構築や、自然環境あ

ふれる安全な水辺の創出を目的に行っている、国土交通省が中心となり進

めるプロジェクトです。 

【多摩川で遊ぼう！】 

 福生水辺の楽校では「多摩川で遊ぼう！」を合言葉に毎月第 2 日曜日を

中心に市内の多摩川で自然体験活動をしています。「多摩川にはどんな生

き物がいるの」という疑問から「多摩川で遊んでみたいけど」という要望ま

で、福生水辺の楽校がお応えします。 

 

《平成 29年度多摩川で遊ぼう》 

第 1 回  ヨモギ団子を作って食べよう 

第 2 回  多摩川バードウォッチング 

第 3 回  マスのつかみ取り 

第 4 回  多摩川の魚をつかまえよう 

第 5 回  多摩川の河口干潟へ行こう    

第 6 回  竹工作と流しそうめん（増水、 

低温のため、内容を変更して実施） 

第 7 回  多摩川の魚をつかまえよう 

第 8 回  バッタをゲット 

第 9 回  多摩川バードウォッチング 

第 10回  ネイチャークラフト（リース作り） 

第 11回  川原のごみ拾い＆餅つき大会 

第 12回  手作り凧あげ 

詳細について 

 

無料にて参加できます。登録制ですので、環境課環境係までご連絡下さ

い。 

活動内容については、広報及び市のホームページにて、毎月お知らせして

います。 
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事業名 福生水辺の楽校 ヤマメの卵配付事業 

事業番号 36 

開始時期 平成 23年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生水辺の楽校運営協議会（事務局 福生市）、学校、漁協関係者 

                     担当：環境課 

事業の内容 子どもたちが、魚の生態を学び、自然への理解を深めることを目的に、

市内で応募した学校へのヤマメの卵の配付を実施しています。 

平成 29年度は、4校から応募があり、秋川漁協の協力のもと、各校に

配付しました。配付後は、学校での飼育を行いました。また、学校で飼育し

た卵については、孵化した後、秋川漁協と各校の教諭、児童、保護者によ

る多摩川への放流が行われました。 

■平成 29年度の実績■ 

 (1)福生第二小学校 

    11月中旬に約 400粒受け取り、学校で飼育。   

放流日：平成 29年 12月 15日(金) 副校長先生、教員 2人及び児童 

20人で、福生南公園付近の多摩川にて放流。 

 (2)福生第四小学校 

  11月中旬に約 400粒受け取り、学校で飼育。 

  放流日：平成 29年 12月 22日(金) 副校長先生、担当教員３人及び 

児童 46人で、かに坂公園付近の多摩川にて放流。 

(3)福生第五小学校 

    11月中旬に約 200粒受け取り、学校で飼育。 

   放流日：平成 29年 12月 20日(水) 担当教員で、多摩川にて放流。  

(4)福生第六小学校 

11月中旬に約 250粒受け取り、学校で飼育。 

放流日：平成 29年 12月 20日(水) 担当教員１人で、かに坂公園の 

多摩川にて放流。 

 

 

 

 

 

 

詳細について 環境課環境係へ 
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事業名 ふっさライトダウンキャンペーン  

事業番号 37 

開始時期 平成 20年 6月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、事業者、福生市                         担当：環境課 

事業の内容 日常生活の中で地球温暖化防止を実践する動機付けとなることを目的と

したキャンペーンです。 

夏至と冬至等の季節に、広報・ホームページにて家庭や事業所に安全

面、防犯面で支障のない範囲での消灯の協力を呼びかけました。 

  

キャンペーン実施日時 

平成29年  6月 21日 (水) 午後8時から10時までの2時間 

平成29年  7月  7日 (金) 午後8時から10時までの2時間 

平成29年 12月 22日 (金) 午後6時から18時までの2時間 

 

 

身近な行動で省エネを 

詳細について 

 

 

 

詳しくは環境課環境係へ。また、夏至や冬至に関わらず、積極的な省エネ

活動にご協力ください。 
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事業名 萌芽更新 

事業番号 38 

開始時期 平成 14年 6月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民ボランティア等、福生市            

担当：施設公園課 

事業の内容 
福生萌芽会 

 

 

 

 

 

 

 

雑木林の再生を目的とし、「積極的に手を加える」という緑地保全・再生 

の考えのもとに、樹木の伐採、下草刈り、樹木の間引き等の保全活動を行     

い、緑地管理の方向性等を検討します。 

  現在、会員数 27名で、文化の森で活動しています。   

 

平成 29 年度は 4 月から毎月、第二日曜日午前中に下草刈や落葉掃き

等の活動を実施しています。 

 

   会長  生沼 正 

詳細について 

 

随時メンバーを募集しております。 

詳しくは、施設公園課施設公園グループへ 
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事業名 保存樹林地等奨励金交付事業 

事業番号 39 

開始時期 昭和 50年 

事業のスタイル 補助事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 市では、緑化推進の一環として、市民の皆さんが樹林地及び樹木、生垣を

設置し、今後、規定された年数以上にわたって維持管理を行うことが確約さ

れる場合に、奨励金を交付します。 

対象 

1 面的なつながりが 700 ㎡（７アール）以上ある樹林地を設置（所有）する             

者 

2 樹高が 10 メートル以上あり、かつ地上高 1.5m部分の幹周が 1m以上あ

る樹木を設置（所有）する者 

3 道路に接する部分の幹高が 1m 以上あり、かつ延長が 5m 以上ある生

垣を設置（所有）する者 

※3にいう道路とは、次の(1)～(3)のいずれかに該当するもの。 

(1)公道 

(2)私道のうち、起点および終点が公道又は幅員が 4ｍ以上ある袋小路

でない私道に接するもの。 

(3)私道のうち、幅員 4ｍ以上でかつ延長が 20ｍ以上の袋小路のもの。 

【平成 29年度の助成実績】 

（１）     保存樹林地 

種  別  件数（件）  筆数（筆）   面積（㎡） 

宅 地 介 在 山 林 4 6 2,300.00 

一 般 山 林 2 3 669.00 

合   計 6 9 2,969.00 

    保存樹木 

件  数 本  数 

38件 173本 

    保存生垣 

件  数 箇所数 延 長 

138件 144箇所 2,890ｍ 
 

詳細について 環境課環境係へ 
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事業名 まちづくり景観推進連絡会 

事業番号 40 

開始時期 平成 19年 4月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 景観に関連する団体の長、景観に関心のある市民  担当：まちづくり計画課 

事業の内容 【まちづくり景観推進連絡会とは】 

 

福生市では、市民一人ひとりの心の中にある美しい景観を大切にし、まちの

景観を次世代に引き継ぐべく、市民と行政の協働による景観形成を推進する

ため、市民参加の仕組みづくりの一環として、まちづくり景観推進連絡会を立ち

上げました。 

一定の地区やテーマについて景観まちづくりを推進する各市民団体等が協

力、連携し、福生市全体の景観まちづくりを考え、市に提案していきます。 

 

 

～平成 29年度の活動一覧～ 

4月 24日 第１回まちづくり景観推進連絡会 11月 27日 第 8回まちづくり景観推進連絡会 

5月 29日 第２回まちづくり景観推進連絡会 12月 18日 第 9回まちづくり景観推進連絡会 

6月 14日 環境フェスティバル参加 １月 29日 第 10回まちづくり景観推進連絡会 

6月 26日 第３回まちづくり景観推進連絡会  2月 26日 第 11回まちづくり景観推進連絡会 

7月 24日 第４回まちづくり景観推進連絡会  3月 17日 第 13回まちづくり景観フォーラム 

8月 28日 第５回まちづくり景観推進連絡会 3月 26日 第 12回まちづくり景観推進連絡会 

9月 25日 第６回まちづくり景観推進連絡会  

10月 23日 第７回まちづくり景観推進連絡会  

11月 20日 松本市視察  

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

 

まちづくり計画課計画グループへ 

 

 

第13回まちづくり景観フォーラムの様子→ 
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事業名 みどりのカーテン大作戦 

事業番号 41 

開始時期 平成 21年 4月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー                 担当：環境課 

事業の内容  福生スクラム・マイナス 50%協議会が主催し、ツル性の植物を育成して、

みどりのカーテンを作り、夏場の使用エネルギーの削減と緑化の推進を目

的としています。 

 

 平成 29年度 

4月 ゴーヤ・あさがおの種 1500袋を窓口配布 

6月 ふっさ環境フェスティバル内にてブースを出展、みどりのカーテン応 

援団講師によるみどりのカーテン講習会を実施し、ゴーヤの苗 800

株を配布。 

9月 みどりのカーテンコンテスト応募締切 

10月 みどりのカーテンコンテスト審査会 

11月 みどりのカーテンコンテスト表彰式 

                                      

   

 

 

 

詳細について 

 

福生スクラム・マイナス 50％協議会事務局（環境課環境係）へ 

 

みどりのカーテンコンテスト 

表彰式の様子 

みどりのカーテン 

講習会の様子 
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事業名 湧水調査 

事業番号 42 

開始時期 平成 25年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生市、法政大学                           担当：環境課 

事業の内容 市では「福生市環境基本計画」に基づき、「湧水地点の保護」の具体的な

取り組みの一環として、平成 25年度から法政大学山﨑ゼミナールと協働で

湧水調査を行っています。学生と職員が現地に赴き、パックテスト等の検査

を行う他、大学の研究室において精密機器を使った分析などを行っていま

す。 

平成 29年度は年 6回、偶数月に市内の湧水地点の水質調査を行い、湧

水の状態の把握と保全に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内湧水地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パックテスト 

詳細について 環境課環境係へ 
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事業名 理数教育推進事業 

事業番号 43 

開始時期 平成 24年 4月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 理科支援員                          担当：教育指導課 

事業の内容 理数教育の充実を図ることを目的として、平成 24 年度には中学校全学

年に、平成 25年度からは中学校全学年に加えて、全小学校の第 5・6学年

に「理科支援員」を配置し、理科授業における観察・実験等の体験的な学習

の支援を行っています。 

配置人員 14人 

活動時間 1,237時間 

活動内容 理科授業における実験等の準備、補助、支援 

《事例》 顕微鏡の整備、点検 

植物の成長と日光の関わり 

ガスバーナーの使い方 

生命の連続性と遺伝子 

イカの解剖 

光合成実験 

物の落下運動 

てこのはたらき実験 

電磁石作り 

太陽と惑星 

月の満ち欠け 

ものの燃え方実験 

水の電気分解のしくみ 

化学変化とイオン 

アンモニアの噴水実験 

原子・粒子の構造 

運動とエネルギーの法則 

回路と電圧の仕組 

電圧と電流の仕組 

凸レンズによる像のでき方 

音の伝わり方             など 

詳細について 教育指導課へ 

 

 


